
バッテリーには寿命があり、消耗品です。

２～３年程度での定期的な交換をお勧めします。

腐食がある時は整備や新替。ゆるみがある時はしっかり締めましょう。

出航前にバッテリーの液量を確認し規定量入っていない場合は補水しま
しょう。液量がない状態で使用すると劣化が進みバッテリーの寿命を縮め

る他、爆発の原因となります。

出航前に電圧計で電圧を確認し、電圧が低い場合は充電しましょう。
また、電解液比重計も確認しましょう。

第七管区海上保安本部
海の安全推進室

℡093-331-6395(交通部安全対策課)
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令和６年8月、プレジャーボートが、

洋上にてエンジンを止めた状態で

釣りを始めました。
釣場を移動するため、

エンジンを始動しようとしましたが、
始動できず、118番通報を実施し、その後、

救助されました。
＊なお、船長は数か月前からバッテリーが
劣化していることを知っていました。

事故事例

バッテリーの事故を防ぐために注意すること

エンジンを止めるとバッテリーへ充電がされなくなります。
燃料節約のためにエンジンを停止する方は、

予備バッテリーを持って行くなど、万が一に備えましょう。

バッテリーがあがって、
どうにも できんばい！


